ぼくらは金掘りはモッチーさんたちに任せて。フォーサイドにもどることにした
砂漠を抜けて、トンネルをくぐり、あともう少しというところで……。
「おーい、ネスく-ん。待ってくれ-」
モッチーさんの弟チュージさんが、ショベルカーで追いかけてきた。2円
い4フヘ
162
ビビビビビビビビ-ツー
ジェフが、ビームを勢いよく発射させた。肉眼でも見える高熱のビームは、敵の急所を突
き刺すように襲う。が-。
カーボンドッグは、倒れなかった。怒りに燃えてらんらんと瞳を光らせ、いきなり鋭い爪
でボクとジェフの〓を引き裂く。ジェフの左〓に赤い筋が滲んでくると同時に、ぽくの右〓
を生温かいものが伝った(HPマイナス6)。
「お、おのれ～!このオレ様を、ここまで追い詰めるとは!しかし、それもここまでよ」
カーボンドッグがそう叫んだとたん、ヤツの体に異変が起こった。まっ黒だった体が、徐々
に透明感を帯びはじめ、やがて、光を受けて輝くダイヤモンドの体に変身したのだ!
「フフフフフ……ダイヤモンドドッグに変身したオレ様を、倒した者など1人もいない……」
カーボンから、堅いダイヤモンドの体に変化をとげた敵は、ぼくらに向かって不敵な笑みを

